
連帯ユニオン議員ネット 2025年次大会 記念企画 
  

「関西生コン事件」とは何か？ 
  

生コンミキサー車の運転手の労働組合「全日本建設運

輸連帯労働組合関西地区生コン支部（連帯ユニオン関生

支部）」の組合員が次々と逮捕された「関西生コン事件」。

マスコミ報道やネット上では、あたかも関生支部が反社

会的勢力であるかのような扱いでしたが、実のところ、

「日々雇用労働者の正社員化を要求」「「育所 に提出する

就労証明書の交付を催促」「「事事場 を点検し法令違反を

指摘」など、ごく当たり前な労働組合の活動を犯罪に仕立

て上げて組合役員や組合員を逮捕し、取り調べでは組合脱退を促す･･･等々、警察・検察による権力弾

圧であることは明らかです。裁判では無罪判決が相次ぎ、「「有罪率 99.9％」とも言われる日本の刑事裁

判で異例の展開に。マスコミも、ようやくこの大弾圧の異常さを取り上げるようになり、毎日放送（MBS）

で放送された『報道 24「労組と弾圧』は、放送批評懇談会の「ギャラクシー賞」選奨に選ばれました。 

今、改めて「関西生コン事件」とは何なのかを問い直し、生コン業界団体と警察・検察が一体となっ

た大弾圧の異常さを、一人でも多くの地方議員の皆さんに、また市民の皆さんに、知ってもらいたいと

強く願っています。ぜひご参加ください！ 
  

2025 年８月９日(土) １４：００～１６：３０、ＰＬＰ会館（４階小会議室） 

＊ＪＲ環状線「天満」または地下鉄堺筋線「扇町」 
 

「労働運動の歴史に逆行する関西生コン事件」 

吉田美喜夫さん（立命館大学名誉教授、労働法） 
 

「当たり前な労働組合の活動を犯罪に仕立て上げる異様な弾圧」 

上林惠理子さん（弁護士、関西生コン支部弁護団） 
 

「関生弾圧は全ての人びとに向けられた攻撃である」 

永嶋靖久さん（弁護士、共謀罪に反対する市民連絡会・関西） 
  

逮捕・起訴された組合員からの発言、関生支部・湯川委員長(予定)アピール 
  

【参加費】府県議・政令市議３千円、その他市議２千円、町村議・一般 千円 
  

＊13:15から 13:55までは議員ネット大会を行います 

＊記念企画終了後、引き続き同じ会場で懇親会を行います（会費２千円） 
 

【主催】連帯ユニオン議員ネット 
（参加申込・問合せ）rentai.giin@gmail.com  090-8199-8873 木村まで 

 


